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第１  全国の交通事故 
 

１ 全国の交通事故発生状況 

○ 発生件数     305,196件（前年比 － 3,982件､  － 1.3％） 

  うち死亡事故      2,583件（ 同  －  201件､  － 7.2％） 

○ 死 者 数        2,636人（ 同  －  203人､  － 7.2％） 

○ 負傷者数        362,131人（ 同  － 7,345人､  － 2.0％） 

 交通事故発生件数及び負傷者数は､17年連続で減少し､死者数は統計資料の残る昭和23年以

降で最少となった。 

２ 全国の死亡事故の特徴 

◎ 年齢層別死者では高齢者が最多 

  高齢者の死者数が最も多く､全死者数に占める高齢者の割合（構成率）は57.7％であった。 

○ 高齢者    死者数      1,520人（構成率    57.7％）  前年比 － 76人   

◎ 状態別死者では歩行中が14年連続最多 

死者の状態別では､歩行中が最も多く､次いで自動車乗車中となる。  

 ・自動車乗車中   死者数     860人（構成率    32.6％） 前年比 － 22人    

・自動二輪車乗車中  同     332人（ 同     12.6％）  同  － 53人    

・原付乗車中     同     131人（ 同     5.0％）  同  － 10人    

・自転車乗用中    同     361人（ 同     13.7％）  同  － 58人    

・歩行中       同        941人（ 同     35.7％）  同  － 61人    

・その他       同      11人（ 同     0.4％）  同  ＋  1人 

   ◎ 自動車乗車中の死者のうち､シートベルト着用は減少、非着用は増加 

・着 用     死者数     452人（構成率    52.6％） 前年比 － 26人  

・非着用      同      372人（ 同     43.3％）  同  ＋  4人 

・着用不明     同       36人（ 同      4.2％）  同  ±  0人 

   ◎ 昼間､夜間とも減少 

  ・昼 間     死者数   1,435人（構成率    54.4％） 前年比 －  77人 

  ・夜 間      同    1,201人（  同      45.6％）  同  － 126人 

◎ 高齢者（65歳以上）の運転による死亡事故が最多 

  ・高齢運転者   死亡事故件数    701件（構成率    30.6％） 前年比 － 13件 

  ・青少年運転者     同       248件（  同      10.8％）  同  － 36件 

◎ 漫然運転､運転操作不適による死亡事故が多い 

  ・漫然運転    死亡事故件数    345件（構成率   15.1％） 前年比 － 21件 

  ・運転操作不適     同       282件（ 同    12.3％）  同  － 49件 

◎  飲酒運転による死亡事故が減少 

・飲酒運転    死亡事故件数    152件（構成率    6.6％） 前年比 － 7件 

   ◎  人対車両の横断中が最多､次いで車両単独の工作物衝突 

・人対車両－横断中   死亡事故件数   612件（構成率    23.7％） 前年比 － 39件 

・車両単独－工作物衝突    同      400件（  〃      15.5％）   同  － 64件 










